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10月10口町rI<I:宵の口」に上信組自動車道附週日己す・

第10回上回古戦場ハーフマラソン太会が、『上回 ・古

平インタ チェンジ』を中心と Lた高速道路上で行わ

れま Lた。

百〈澄み渡ったずt空白下、小学 l年生から70歳代の

お年寄りまで 23 0 0人を超えるランナーが、 3キロ

メートル ・5キロメートル ・10キロメ トル ・15キロ

メートル由4つのコースに分かれて、めったに体験で

き江い高速道路でのマラソンを、棄しく力い叶まい走ラ

一…・11>'.'吋

ていました。

なお、上白舗自動車道 ・小指インターチェンジ~更

埴シャンクションIlll(368キロメートル)は、11月14

口同午後3時に開通します。

また、これを記念して、 11月3日間には 「ハイウェ

イサイクリング」や「ハイウェイ ・フェスタm上ls也

、l'Jなどのイベントが行われるほか、開通日当日も、

上回 ・背平インタ チェンジを中心に、さまざまな妃

念行事が行われます{関連記首'Jlは9ペークに掲載)。

ロノ122.362人【+6D 男/凪074凶(+39) 女 /62.2田人(+22) 曾稽7雇万語I干函7
国人登録者量/2.131人 (+60) ./  1.221人 (+46) 食 /910人(+14) ()は前月比
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日本は、いま急速に高齢化が進んでおり、世界ーの長 i
l 寿固として人生80年時代を迎えています。

老後を安心して豊かに過ごすためには、生活そのもの:

;が安定していることが必要です。また万一、情買やけが

で障害をもったとき、あるいは夫に先立たれたときにも、

経済的な生活町支えが必要になります。

そのために、国民年金lま大きな役割を担っています。

国民年金は、みんながお互い協力 Lて、将来の生活を支

え合う制度なのです。

主人公です
• えで

国保年金諜(困1365・1366)聞い合わせ

国
民
年
金
は
み
ん
な
が
加
入
し
ま
す

同
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
加
歳
以
上
印
成
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

年
金
制
度
で
す
。

初
歳
に
な
っ
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
満
徹
白
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
可
能
性
と

権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国民年金のしくみ t 

険保

税

， 

目

。

I国民年金の被保険者の種類 E 
国民年金は、すべての国民に共通の 「必髄年金」を

支給しようとするものです。

国民年金の被保険者の植類は、3種軍1があります。

サラリーマノの聖

第 3号被保障者

第 2号被保険者に

狭聾されている妻

サラリーマン

車 2号被保険者

厚生年金や共清組

合の被保険者

自営業者

第 1号被保険者

自宮業の人とその

配偶者、学生なと

[2J 

保
険
料
の
納
付
は

自
分
の
た
め
み
ん
な
の
た
め

1 -

き
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

&

が
あ
り
ま
す
。

万

保
険
料
免
除
期
間
は

涜

マ
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
界
人

野

V
3分
の

1
の
期
間
が
年
金
額
に

z

v
m年
前
ま
で
追
納
が
可
能

保
険
料
を
来
納
の
ま
ま
に
す
る
の

は
、
得
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
免
除
を
希
望
す
る
か
た
は
、

国
保
年
金
謀
国
民
年
金
係
の
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

b恥
山

科描

m門
〉

捌

m訓
明

ω抑
制

ム

間

同
円
〈

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
初
歳

か
ら

ω歳
ま
で
の
刊
年
間
保
険
料
を

納
め
た
と
き
に
、
白
抜
か
ら
満
額
の

老
齢
け
描
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

長
い
間
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

る
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

協
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
自

納
付
は
、
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
た

い
せ
つ
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

ぷ
制
民
民
民
可
制
院
制
鰍
傾
斜
脈
問

N
射
附
服
販
制
り
引
制
叫
サ
料
獄
前

(
3
0
0か
月
)
以
上
必
裂
に
な
り

ま
す
。

圃
探
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と

保険料免除の種類 ' 法定 -生活保護，去による生活扶勘を聖けているかた

免除 -障害基礎年金などの聖給権者

岡阿珊
-所得の少ないかたや病気やけがで軽済的にお困り

免除
なかた

-納付することが困殿な特別な理由のあるかたなど

学生
-学生の保険料は、親が負担することになりますの

特別
で、特別な措置がとられています。

免除
-親と同居か別居か、私立か公立かなどで親の所得

の基準額が定められています。



自のあなたを考明

年金はあなたが

平成9年1月スタート
年金サービスのいっそうの向上の

ため、基健年金番号が実鈍されます.

実施時に加入している年金の配号

番号がそのまま基礎年金番号になり

ますので、特別な手続きは必要あり

ません.

た
い
せ
つ
な
年
金
で
す

必
ず
請
求
を

すべての年金は、畳特できる資格があっても本人の師求が紅け

れば支給されません。 。

たいせつ'"年金ですから、必ず鏑求をしてくださ t、
なおさま縫年金に俗、老働法縫年金、陣省益礎年金およびiI族基

礎年金の3額聞があり、この他に第 l号被保険者には、独自な給

付として付加年金、寡凶年金、死亡一時金があります。

国民年金だけに加入していた人

市役所国保年金蝶 (~136日

車生年金などにも加入していた人

小聞社会保険事暗所 (個0267-22 -'080) 

|基礎年金の種類と受給するための資格 E 
年金額 (平成 8年度)

・40年間納めた人 785.5回同

.40年に漬たない人

785，5叩門X納付月数+免除月数xl/3
12月×加入可能年数

i!:加入可能年散は40年ですが、生年により

短縮される場合があります。

受けられるための資格受けられるとき

サラリーマンの奥さん
墨色主どe'
~第 3号被保険者の特例間~
照生年金はどに加入している人の被扶養

配備省(サラリ マ y の饗〉は、年金制度

の巾で保険料を仇但するしくみのため、保

険料を納める，E.哩がありません.

ただし、 「第3号敏保晴者の届け出」が

必盟になります。もしもこの崩'1幽を忘れ

ていると、さかのぼって 2年間しか保険料

納付期間に算入されません。

しかし、平成9年3月までに 「特例届出」

を拠出しますと、回!t161年4月までさかの

ぼることができます。

届け出を忘れている入、'L、配伝人l志、す

ぐに国保年金銀までお問い合わせ〈ださt、
保険料を納めた

期間(探検科免.. 

期闘を含C)がお
年以よあること

".になゥた
とき
〈希望によυ.. 

・から〉

老
齢
基
礎
年
金

• 11&"，981，9叩円‘ 2&"'785，500門
・子の加算額 (18歳未認闘の子、障蓄の犠合

1;:120・R未調〉
1人目・ 2人目 t人につき226，冊。円

3人目以降 1人につき 75，3佃内

保険料を納めた

期聞が、加入期

間の 3分の 2以

上あること

(初量全日.<平."，年
3 11318までにあ
ると."、初"自
前々月の直近の E
盗事聞に健険斜の未
納がな砂れ"よLサ

けがや病気で

一定の陣奮の

状態になヲた

とき

陣
寄
基
礎
年
金

死亡した人の保

険料を納めた糊

聞が‘加入期間

の3分の2以上あ

る己と

〈筏亡日が平緩18年
311318までにあ
ると磨降、究亡臼
断。周の薗近の '
盗容聞に傑険斜の未
納がなゆれ"よい}

-子が 1人のとき 1.011.500円
・子が2人のとき 1，237，500円

・子が3人以上 1人につき75，300円を加

廊

子が 1人のとき 785，5田岡

子が2人のとき 1，011，500伺
・子が3人以よ 1人につき75.3凹門を加

算

死亡した交の

子 '18歳未潟、
陣奮のときは20
厳来湯〉 と生計

を共にしてい

るとき

死亡した人の

子(18&釆酒、
陣奮のと ~1;t 20
愈朱潟)jド残さ

れたとき

票
受

震直
言己
主ほ

喜

|第 1号被保険者への独自給付 】.
死亡一時金

保険料を3年以上納めた人

が何の隼金も受けずに亡

くなったとき 遺僚に保

険料納付月教によって 12
万円から32万円まで支給

されます.

寡婦年金

老舗l!磁年金を受11るはずだっ

た失 (25年以上納付)が死亡し

たとき、その妻 (婚姻期間旬年

以上)に60.から白血になるま

で.失が受けるはずだった年金

.の4分の3が支給されます.

付加年金

付加保険料(月翻400
円)を納めた人!率、

納付月数 x200門が

老齢基礎年金に加.

されます.

印鑑 ・年金手鍋

あなたの年金を
守るために届け出を
届け出を忘れると、将米年金を量げられ

はく'"る場合もあります。

あはたのを手金を守るために、届け幽はし勺

かりとしましょう。

会社に峨峨したときや迅喰したときの届

けtIJもお忘れはく。

園良写会の手続き

国保年金保の窓口
へお問い合わぜ〈

だ自
【死亡ー嶋金調，.，‘省年金
信どが"ヨ院できる緬舎があり

[3] 広'16ラ}f.1.!8. 11. 1 



岡
は
浦
野
川
中
流
左
岸
の
集
認
で
、

古
く
は
岡
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

市
指
定
史
跡
白
岡
城
跡
は
浦
野
川
の

問
括
を
渡
り
、

2
0
0
メ

ト

ル

ほ

ど
行
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
城
は
断
が
い

t
 

城
で
、
二
重
の
摘
の
ほ
か
に
三
日
月

の
形
を
し
た
掘
が
出
入
り
口
を
守
る

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

築
城
年
代
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
南
北
朝
時
代
の
こ
ろ
か
ら
こ

白
村
を
支
配
し
た
と
い
う
岡
村
氏
の

居
城
(
問
村
城
)
が
先
に
あ
り
、
そ

の
城
を
武
田
信
玄
が
ル
品
目
同
部
へ
の
侵

攻
拠
点
と
し
て
再
構
築
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
信
玄
が
組
問
城
を
攻
略

し
た
天
文
幻
年
か
ら
川
中
応
合
戦
が

行
わ
れ
た
永
持
4
年
こ
ろ
の
聞
に
岡

村
城
が
再
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
凶
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
赤
禄
9
年

(
1
5
6
6
)

8
月
に
は
、
信
玄
が
梅
津
城
(
松
代

城
)
か
ら
岡
村
へ
帰
っ
た
と
い
う
書

状
も
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
武
闘
の

軍
勢
が
宝
白
峠
を
越
え
て
岡
村
と
松

代
(
長
野
市
)
と
の
聞
を
往
復
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
白
よ
う
に
中
世
は
戦
略
の
拠
点

で
し
た
が
、
汀
戸
時
代
に
な
り
ま
す

と
、
上
回
か
ら
松
本
へ
向
か
う
保
福

寺
迫
の
通
る
村
に
な
り
ま
し
た
。
保

福
寺
泊
は
松
本
街
道
と
も
言
い
、
松

本
方
面
で
は
江
戸
街
道
と
も
呼
ん
で

慣
れ
て
忘
れ
る

火
の
こ
わ
さ

秋
の
火
災
予
防
運
動

円
月
9
日
か
ら
刊
月
時
固
ま
で

便
利
さ
に

秋
は
、
空
気
が
乾
媒
し
て
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

そ
の
版
図
を
調
べ
る
と
、
少
し
注
意
を
す
れ
ば
防
げ
る
火
災
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

火
の
元
に
は
、

。
・勺
ノ

お
互
い
に
注
且
を
し
あ
っ
て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ

『火の用心 7つのポイン卜』
1 輩出まわりに燃えやすいものを置かない。

2 寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない。

3 てんぷらを掲げるときは、その唱を離れない。

4 風の強いときは、たき火をしない。

子どもには、マッチやライターで遊lませない。

電気器具は正しく植い、たニ足配線はしない。

ストーブには、燃えやすいものをえづけない。

ノグ

5

6

7

 

市W.

.問い合わせ消防本部予防諜 邸 側 .

[4] 7 !1i1llラ左足ず8.11. 



い
ま
し
た
。

明
治

H
年
の
記
録
で
は
附
村
を
通

る
似
間
在
迫
は
削
2
間
(
約
3
・
6

メ
!
卜
ル
)
、
長
さ
旧
町
柑
間
(
約

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
と
パ
比
さ
れ
て
い

ま
す
が
、

お前 くと
か 6 'i ~など
れ W11iりめ
、か城まて

!日 らに Lい近
越 19あたる '1
H '1る 。mは
、ま辺 がこ
にで主 きの
11i畳Uj: わ i且
IJ 1 11槍に めの
村干は て lfli
か校、 j>膨
らカ{IIJI 忽を

も
児
、
引
が
通
?
し
ま
し
た
。
明
治
団

年
由
児
市
数
は

1
8
0名
(
児

F
i

1
5名
、
女
「
お
名
)
で
し
た
が
、

去
就

F
由
児
童
は

k
rに
多
く
、
こ

の
年
に
作
名
を
数
え
て
い
ま
す
。

市，

A
H宅
川
地
か
也
ぷ
さ
れ
た
附

如
話
作
-
」
ろ
か
ら
は
宅
地
化
が
進
む

よ
う
に
な
り
製
白
は
約
2
9
0川
M
M、

川
州
地
以
で
は
小
川
ポ
に
次
ぐ
よ
き
な

刊
誌
川
会
に
先
出
し
ま
し
た
。

(
P

平
野
一
勝
明
)

備上イ ，)I'-~図{仮称?止宿新.. 

E-ew園

6・川
歪資本

-火災の概要
火災出火件数と損害

年 件数 損害額

平成6年 62!牛 48，041千円

平成7年 511牛 104，388千円

平成8年 53!牛 34，540千円

千
曲
川
の
左
伴
〔
小
牧
地
区
)
と

右
岸
(
踏
人

・
常
問
地
区
)
を
結
ぶ

『
〔
恒
弥
)
上
回
新
橋
』
の
橋
脚
工
事

着
工
を
前
に
、
施
工
業
者
主
織
の
安

全
祈
願
祭
が
叩
月
げ
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。平

成
日
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

建
設
さ
れ
る
、
こ
の

『
(
恒
称
)
上

回
新
橋
』
は
、
延
長
が

4
8
5
メ

卜
ル
で
幅
貝
が
M

・
5
メ

ト

ル

。

左
岸
側
に
は
右
折
レ
ー
ン
、
布
陣
側

に
は
右

・
左
折
レ
!
ン
を
設
け
、
中

央
部
に
は
展
望
台
に
も
な
る
橋
上
モ

ニ
ュ
メ
ノ
卜
も
付
く
予
定
で
す
。

今
年
2
月
に
着
工
さ
れ
た
、
国
道

川
崎
号
上
回
駈
峨
バ
イ
パ
ス
『
〈
仮
祢
)

ヒ
聞
大
樋
』
と
あ
わ
せ
て
、
市
内
田

交
通
渋
滞
由
解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
(
因

1
5
2
1
)
 

(9月308現在の比鮫)

66!牛

129，969千円

出火原因は、平成7年 8年

とも伺じで、 1位が『たき火』、

2位が『放火および放火の疑い

』、 3位が『火遊びJ 白噸と

なっています。

-出火原因

叩
月
例
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
催
さ
れ
、

助
役
に
加
藤
勝
酵
さ
ん
が
市
議
会
の
同
窓

を
得
て
選
任
(
新
)
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

叩
月
初
日
か
ら

4
年
間
で
す
。

略
歴
立
命
館
大
学
理
工
学
部
土
木
科
卒

業
、
長
野
県
土
木
部
監
理
課
主
任
専
門
指

導
口
、
同
土
木
部
下
水
道
ぷ
長
、
向
上
回

建
設
事
務
所
長
、
同
土
木
部
北
陸
新
幹
線

局
長

加藤勝置さん

(58盟星野市)

任
期
満
了
に
よ
り
助
役
を
温
任
さ
れ
た

平
尾
哲
到
さ
ん
に
は
、

4
年
間
市
政
先
M
闘

の
た
め
に
多
い
入
江
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

1 広再Fラ~r.t8 . 11 【5】



l-| 市役所 IlIDmUH'.
圃③m!DI

・・・・・・・l

情報H中経済

主主主呈
マとき 11月16日佳}午後 1時四分-5時

守ところ上田裕工会積所マ内容テーマ

は『日中程済・地縫宜斑を考える』。中国 ・

橿且大学日本研究センターの研究者による情

置なとマ受講料無料 マ 問 い 合 わ ぜ 星

野大学生霊学習センター団IOO}O0 0 7) 

長野大学公開講座

市
道
の
陥
没
、
水
路
の
指
ま
り
怠
ど
の
応
急
的
拡工
事
の
連
絡
に
F
A
X
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
-

F
A
X
番
号
は
曲
睡
2
1
3
1

で
す
.

マ
問い
合
わ
ぜ
土
木
陣
編
者
2
1
3
1

街
の
魅
力
を
再
発
見

「う
え
だ
街
歩
き
」
へ

••• 
上
田
市
中
心
部
の
五
つ
の
由
服
ム
話
、

商
出
街
痕
興
組
合
で
つ
く
る
上
田
商

業
引
世
紀
会
が
作
っ
た
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ

『
う
え
だ
街
生
き
』
を
手
に
と
っ

て
、
晩
秋
田

t
問
を
ま
ち
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
い
つ
も
の
追
を
ち
ょ
勺

と
は
ず
れ
て
、
新
し
い
街
白
魅

h
を

歩いて
ませんか

EEF 

提
且
し
に
行
き
ま
し
ょ
っ
。

書
加
者
に
は
当
日
、
上
回
目
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ

『
う
え
だ
街
歩
き
』
を
差

し
上
げ
ま
す
。

マ
と
き

①
節
l
回
H
H
月
凶
日

ω午
桂
I
時
1
3
時

{
『
白
戸
の
こ

み
ち
散
誹
』
を
テ
!
マ
に
丸
細
か
ら

柳
町
、
幸
町
に
か
け
て
山
い
町
並
み

を
践
す
小
路
を
歩
き
ま
す
)
②
品
2

回
日
月
日
日
田
午
桂

1
時
1
3峠

{『
小
路
と
蚕
種
の
ま
ち
上
極
尻
散
と

を
テ
!
マ
に
座
間
神
社
、
車
偏
奇
、

小
岩
井
紬
工
房
江
と
を
巡
り
ま
す
)

V
重
合
場
所
①
一
第
l
回
H
市
役

所
正
面
玄
関
前
②
第
2
回
H
盗
尻
地

区
公
民
館
駐
車
場

(J

A
信
州
う
え

だ
塩
間
支
所
西
隣
)

マ

書
加
費
用

無
料

マ
定
員
各
国
羽
人

マ

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

街
区
福

興
耳

(8
1
4
4
2
)

お
で
か
け
く
だ
さ
い

「学
校
給
食
展
」
へ
/

••• 
第
B
阿
学
校
給
金
属
を
聞
き
ま
す
。

飽
食
の
時
代
と
い
わ
れ
る
豊
か
さ
と

は
逆
に
、
子
ど
も
た
ち
の
世
生
活
や

心
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
子
ど
も
た
ち
の

世
事
白
樺
子
か
ら
見
ら
れ
る
問
題
点

を
取
り
上
げ
、
豊
か
な
心
と
健
康
な

体
を
育
て
る
た
め
に
宜
生
活
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

日
月
初
日
出
午
前
9
時

初八万
1
午
後
5
時
・
ロ
月
1
日
佃
午

前
9
時
卯
八
万

1
午
佳
4
時

マ
と
こ

ろ
上
町
創
造
館

マ
内
容

①
学

校
給
世
田
綿
子
、
体
疹
昔
て
る
世
話
、

図

-51日銀3hT陸軍寝副官民主I!都邑哩~回彊圃

~ハープコ ンサー卜同時開催~

米勾秋の続幹線I用車を削に、軌道内に入れる

晶初で最後の健全として間協します。ご家族、

瓦人などお滋い合って、ご参加くださ t、

マとき 11月17日剛=午前の部 9時.....iE'F 
(畳IHtけは 8時四分-11時}、午後の部 1時

-3時 (畳け付けは O時30分-2時} マ畳付

場所北陸新鮮線上回ハープ縞ド楓堤防東側

マ内容 l上回ハープ惜を中心に約 I. 5同の

ウ考ーク吉上回ハープ惜の匝誼台より晴也の眺

望、工事用lf1岡などの見学3上回ハープ偏上で

のハープ減宴会~-~上日!サキソフ e ンアンサ ν

プル('十前 9時30分~ 郡司野正常さんほか)

邑イノディアノハープの泌習を ('F前11時~・古

V~Ktr:さんほか)むハープの出書(午後 1 時30

分~ 吉村宵子さん) マ多加貴裕也:1:事項)

1J書加は自由で小学生以下は保撞者同伴。小

さい子どもを抱いたり、背且勺たりしてのウ寸ー

クは厄険ですのでご迫慮くださ l'o 2位陣防止

のためヘルメットをご持書ください (通学 ・バ

イク JIIなどのものでも可)。 昌運動靴など滑り

にくい慌でご宰加1くださt、主当日はf止険防止

のため、係且の指示に従ってください。 マそ

の他 工駐車場は下場 ・千幽川河川敷です。z
当日の天候によっては中止する場合があります。

マ問い合わせ 交通対前理 ~1 566) 

む
を
育
て
る
食
事
②
信
州
大
学
付

属
病
院
小
児
科
医
師

・
小
池
他

一
さ

ん
に
よ
る
講
演
会

(U
月
初
日
午
前

叩
時

l
正
午
)

③
学
校
給
企
の
猷

宜
(
日
月
初
日

・
ロ
月
l
日
い
ず
れ

も
正
午
か
ら
)

マ

問
い
合
わ
せ

宇
校
教
育
疎
(
困
5
1
1
6
)

【611 11 広重Fラ左足~8

「市
消
防
団
音
楽
隊
」

刊
/
9
に
定
期
演
奏
会

••• 
上
田
市
消
防
団
音
楽
隊
の
定
期
損

害
金
と
東
塩
田
小
学
校
金
管
パ
ン
ド

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
演
者
会
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

マ
と
き

U
月
9
自
由
午
後
l
時

初
分

1

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館
大

ホ
!
ル

マ
問
い
合
わ
せ

消
防
本

部
総
輔
謀
術
8
0
0
1
9
)



• 

-テーマ
『花と緑による

景観・まちづくり』

・講 師

NHKテtJFJ畏事p園芸』

講師平城好明さん

乳
が
ん
体
験
者
の
会

研
修
会
へ
ど
う
ぞ
/

••• 
マ
と
き

日
月
日
目
的
午
後
l
時

1
4時

マ
と
こ
ろ

上

田

市

中

央

公
民
館
会
議
室

マ

内
容

①
講
演

『乳
が
ん
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
そ
の

効
果
』
(講
師
H
佐
久
市
立
国
保
浅

間
病
院
外
科
医
師
・
増
田
裕
さ
ん
)

②
体
験
発
表
・
相
談
会

マ
書
加
費

上図グロ リア合唱団

定期演奏会
11 
1日}

-とき

11月15日

・ところ

上田市文化会館ホール

~入場無料~

困問い合わせ

建築指導課(困1586)

5
0
0
円

マ
そ
の
他

み
は
不
要

マ
問
い
合
わ
せ

推
進
諜

(8
1
6
2
6〕

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ス
タ
l

D
A
は
ら
ま
ち
へ
/

••• 

〈プロヲ 4ール〉

平域好明さん

昭和5年、東

京生まれ。東

京教 向大学農

学偲卒業。経

歴は千葉県農

業試験場花植

木研究軍所長、

日本女子大学穆師はど。現在、NHK
『健味の園芸』講師、船日本家路園芸

普及筒会理事などをされて活闘。主な

者容は、別冊NHK鐘昧の園芸『四季

を運J~Iま綴草花』 ほか多敵。

申
し
込

健
康

ン
ジ
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

『
ハ
イ
ウ
£
イ
ス
タ
臥
は
ら
ま
ち
』

を
聞
き
ま
す
。

マ
と
き

日
月
げ
日
間
午
前
叩
時

1
午
後

3
時

〔富
太
田
安
ロは
翌
週
)

に
順
延
)

マ

と
こ
ろ

原
町

・
上

回
パ
ー
キ
ン
グ

(
旧

ユ

ニ

跡

)

マ
内
容

フ

リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ガ

レ
ー
ジ
セ
l
ル
、
ミ
ニ
四
駆
サ
ー
キ
ッ

ト
、
ラ
イ
ブ
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ

街
区
振
興
課

(困
1
4
4
2
)

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

m
原
町
実
行

委
員
会
、
原
町
商
庖
街
で
は
、
上
信

越
自
動
車
道
上
回
菅
平
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

フラメンコ オーレグ
n 
附

近層面社中

@1674 
磁和B往近電車社中

備会合同公演
23 
出

無料。。9 

刊/
よ図市 市役所

7 13，30 線料
岡阿

鞍産者追悼式/遺棋大会 得祉鍵

ロ 車物乱用防止地埴め集い 13: 00 鱒料
上田保檀所

ω @7150 

n 
第2固よ田植フォーラム 13: 30 無料

市役所
岡阿 健光疎

" 
視を知る週間文化慣現金 上園地区納

同開
落語家ー三遊亭円棄さん 14 .00 無科 税@貯9蓄6組合
による 『笑いと人生』 32 

15 畳間づくり構演会 13.30 稿料 市役所場
6悩 煙量憎 醍

2 
上図

幽
しんきんふれあい揖贋金 14 ∞ 無料 @ 信用金庫

6262 

也事07印.材木町'-2-3上田市文化会館

不登校問題鴎演会

創作夜賓の会

第 3固公演

上回創造館

中
村
直
人
の
す
べ

て

な
か
む
ら
な
お
ん
ど

中
村
直
人

没

後

司

司

冨

貝

軍

罵

十
五
周
年
目
出
冨

n
E
a

上
岡
市
が
生
ん
だ
中
村
直
人
画

伯
が
亡
く
な
ら
れ
て
同
年
に
伝
り

ま
す
。中
村
直
人
世
後
十
五
周
年

回
顧
展
実
行
聾
且
会
で
は
、
生
前

の
画
伯
の
人
柄
と
作
品
を
宜
し
、

後
盟
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
『中
村
直
人
世

後
十
五
周
年
回
顧
展
』
を
開
催
し

ま
す
。枯
画
、
彫
刻
、
ブ

ロ
ン
ズ
、
荒

捕
、
版
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す

ρ#

分
に
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

-
と
き
/
H
月
2
日
出
4
3
同
日
目

棚
(時
聞
は
午
前
四
時
油
分

i
午

後

7
時
)

-
と
こ
ろ
/
平
線
堂
由
自
上
凹
町

庖
展
示
場
(上
田
原

1
0
7
5

ー・
冊
窃
1
5
7
7
、
入
場
無
料
)

・
問
い
合
わ
せ
/
社
会
教
育
盟

(困
6
1
2
1
)

11. 広喜Fラ~158.【7J



定期監査の結果
地
方
自
治
法
第
1
9
9条
第
4
項
の
鰻
定
に
纂

づ
き
‘
平
成
8
年
度
定
期
医
蓋
を
左
犯
の
と
お
り

敏
行
し
、
同
条
-m
9
曙恨の
am定
広
よ
り
監
Z
Z
の
繍

果
に
闘
す
る
織
告
を
決
定
し
た
の
で
循
出
し
ま
す
・

よ
国
市
監
査
察
員
久
保
図
書
風
人

伺

矢

島

昭

八

位

ー
髭
牽
実
催
期
間

平
成
8
年
S
月
1
日
か
ら
問
叩
月
お
臼
ま
で

2

監
査
の
値
圏

平
成
7
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
・
務
処

理
の
状
浪
、
契
約
、
・
務
及
び
.. 援
の
齢
執
行
状
況

等3

監
査
の
対
象

政
信
鳳
鎗
温
侮
企
画
銀
、
泌
.
悔
総
務
銀

財
政
鶴
財
政
際
、
管
財
際
、
検
務
棟
、
収
後
際

市
民
生
活
鶴
市
民
限
人
梅
同
和
対
東
旗
、
生

活
環
境
標

(奪
鹿
倍
野
木
浄
化
セ
ン
タ
ー
て

環
寝
業
務
縫
豊
島
偲
支
所
纏
困
支
所
(
塩

民
雄
区
有
姐
開
銀
送
所
)
川
西
支
所
、
塩
図

解
般
会
館
、
擁
衛
錦
絵
会
館
、
ゆ
失
解
蝕
会

館

偏
康
福
祉
am
健
康
雄
必
限

{塩
図
母
子
健
庫
セ

y'
タ
l
、
中
央
デ
イ
サ
ピ
ス
セ
ン
タ
、

繍
後
曹
、
緬
継
調

《母
子
寮
、
各
児
窟
阜
、

保
育
腸

〔各
保
育
園
V

園
保
年
金
棟
、
厳

陵
高
御
者
福
紙
セ
ン
タ
ー
川
商
社
会
福

祉
セ
ン
タ
、
点
字
図
膏
館
、
銀
恩
寮
、
副
乳

児
院
、
編
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
〈
塩
田
、
川
西

各
夢
軍
扇
)

商
工
鰻
光
濁
商
工
際

(勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
‘

「レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
/

••• 

働
〈
婦
人
の
夜
、
動
労
膏
少
年
ホ
ー
ム
)
、
街
区

復
興
帽
師
、
鰻
先
限

-
民
政
郁

-
R
綜
鼠
(主
事
作
信
道
研
修
セ
ン
タ
ー
}、

土
地
取
良
際
、
良
村
盤
側
隈

(農
村
環
繍
改

.
セ
ン
タ
ー
v

鶴
市
盤
側
錦
繍
市
計
直
鶴
、
市
街
峰
登
備
民
、

公
園
緑
地
限
建
第
指
噂
祖
師

建
値
稼
管
理
傑
土
木
録
、
交
通
対
旗
標
下

水
道
線
(
下
水
浄
化
セ
ン
タ

v

消
防
務
総
務
疎
予
防
線
、
警
防
第
一
環
普

防
軍
ニ
銀
、
毎
防
節
三
鶴
、
-
冒
防
第
四
棟

会
齢
鍵

水
温
・
開
銀
務
棟
、
エ
務
鵬
、
浄
*
嘗
理
セ
ン
タ

槍
会
事
務
局

敏
富
胃
袋
員
会
庶
務
鵬
、
掌
俊
敏
青
梅
A

各
小
中

也事綬
v
、
社
会
教
育
幌
、
市
鶴
・
さ
ん
室
、

青
少
年
疎
開
和
敏
育
腹
、
体
育
銀
軍
一

晶
子
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン

夕
、
文
化
会
館
市
民
会
館
、
図
書
館

情
物
館
、
信
海
国
分
考
資
料
館
、
山
本
線
記

念
館
市
央
公
民
館

〔神
川
治
区
公
民
館
v
、

西
部
公
民
館
(溢
尻
地
区
公
民
館
V

擁
爾
公

民
館
、
上
野
が
丘
公
民
館
‘
也
図
公
民
館
‘

川
西
公
民
館
体
育
セ
ン
タ

《自
然
運
動

公
園
管
理
.
務
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
〕

温
挙
管
理
隻
員
会

e務
局
、
公
平
鍵
員
会
監
査

察
員
.
務
局
、
島
袋
雲
員
会
盲
・
務
局

〔屋
根
エ
夢
現
場
底
蓋
〉

財
政
部
悶
上
小
高
等
破
業
訓
練
綬
敬
修
草
案

市
民
生
活
鶴
室
賀
量
絡
処
分
場
盤

E''集

健
富
康
繍
鮎
征
鶴
南
郷
保
育
園
理
股
事
牽

血
勤
思
錦

創
造
の
蕊
霊
備
車
豪

働
市
盤
備
郁
子
麹
町
街
区
公
園
勤
電
傭

g
・
車
内

綱
相
団
地
建
笹
事
簸

被
宵
要
員
会
塩
尻
小
僧
予
備

ma肉
還
動
場
改
続
事

灘
、
温
園
西
小
学
後
建

UR--織
、
ふ
れ
あ
い

リ
ヲ
レ
ッ
Y

3
パ
ー
ク
盤
側
事
鍍

a
q

監
査
の
結
果

平
成
7
年
度
よ
図
布
一
般
会
計
、
特
別
会
計

企
集
会
計
の
歳
入
銀
出
及
び
同
附
属
書
額
の
監
査

に
当
た
っ
て
ほ
、
財
務
に
関
す
る

g
務
並
び
に
専

歯
車
の
執
行
が
注
令
等
に
適
合
し
‘
適
正
か
つ
効
率

約
に
行
わ
れ
た
か
処
方
自
虐
法
第
2
条
旗
印
羽

伺
象
餌
同
環
及
び
地
方
公
営
企
叢
法
第
3
条
の
規

定
義
び
に
峰
舎
の
幡
淡
の
盆
旨
に
の
っ
と
っ
て
な

さ
れ
て
い
た
か
等
に
留
重
を
し
、
関
係
諸
帳
簿
及

び
庇
・
冒
績
を
照
会
す
る
と
と
も
に
関
係
資
料
の
侵

出
を
求
め
関
係
者
の
観
明
を
酋
聴
取
し
て
実
絡
し

た
.こ

の
結
果
、
予
稼
の
執
行
及
び
財
産
の
菅
逮
並

び
に
行
財
政
運
営
全
般
の
執
行
に
つ
い
て
陥
遂
年

改
盤
の
あ
と
が
包
め
ら
れ
お
お
む
ね
適
主
で
あ
り
、

所
期
の
成
果
を
収
め
た
も
の
と
思
料
さ
れ
た
。

な
お
、
本
年
度
の
藍
蓋
に
お
い
て
は
、
絡
に
、
昨

年
度
に
引
き
館
い
て
行
徹
財
鷹
の
管
理
に
・
星
島
を

置
き
そ
の
奮
謹
選
曾
及
び
そ
れ
ら
財
産
の
目
的

外
使
用
に
係
る
許
可
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
鋼
査
を
し
た
・
昨
年
度
同

一
部
一
行
政
財
産
の
管
理
に
お
い
て
本
選
正
な
も
の

が
見
受
け
ら
れ
そ
の
適
正
化
に
つ
い
て
指
衡
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
な
お
一
偲
行
政
財
産
の

管
理
に
お
い
て
も
適
正
を
欠
〈
も
の
が
見
受
け
も
り

持
廿
理
し
て
い
る
か
た
は
、
次
の
事

項
に
留
意
由
う
え
『
レ
ジ
オ
ネ
ラ
寵
』

(在
郷
軍
人
病
)
自
発
症
を
防
止
す
る

た
め
、
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

.

『
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
』
つ
て
な
に
?

自
然
界
の
土
壊
や
川
、
湖
の
淡
水

中
に
広
〈
生
息
し
て
い
る
レ
ク
オ
ネ

ラ
菌

(
印
℃
で
死
滅
)
を
肺
に
吸
い

込
む
こ
と
に
よ
勺
て
感
染
し
、
急
性

肺
斑
症
状
を
呈
す
る
細
薗
性
痕
血
で

す
。ピ

ル
な
ど
の
冷
却
培
の
冷
却
水
に

薗
が
混
入
し
て
増
殖
し
、
そ
こ
か
ら

飛
散
す
る
細
か
い
霧
状
白
水
が
感
染

源
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

-
菅
理
上
の
主
意
事
項

①
冷
却
塔
の
点
検
縮
皆
、
冷
却
水
の

交

換

・
滑

締

・
消
務
白
突
施
。

②
加
湿

・
減
握
装
置
の
消
潔
保
持
、

占

横

・
靖
捕
の
型
施
お
よ
び
加
握

最
近
、
多
数
白
人
が
利
用
す
る
建

築
物
な
ど
に
お
け
る
冷
却
塔
や
給
湯

叡
備
等
に
お
い
て

『
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属

菌
』

が
繁
殖
し
て
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
ビ
ル
な
ど
の
処
聾
物
を
雄

れ
た
の
で
、
直
切
な
繍
置
を
執
り
こ
れ
が
適
正
を

期
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
行
政
財
麗
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
遺
憾
の
な
い
よ
う
、
い
っ
そ
う
儀

正
な
・
・
楊
処
理
を
期
ぜ
り
れ
た
い
.

ま
た
、
食
糧
費
及
び
旅
費
の
執
行
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
の
敏
一
行
の
目
的
、
使
遁
あ
る
い

は
一
件
当
り
の
単
価
等
に
つ
い
て
監
豪
調
・
に
溢

づ
い
て
情
調
査
を
行
っ
た
が
、
お
お
む
ね
「
予
算
執

行
ょ
の
基
地
事
」
に
添
っ
て
執
行
さ
れ
て
お
り
絡

に
問
題
占
一
は
髭
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
当
阪
事
笛
停

の
執
行
に
・
聞
し
て
ほ
、
今
後
と
も
納
使
者
の
負
既

に
こ
た
え
得
る
よ
う
な
お
い
っ
そ
う
の
留
窓
を

す
る
と
と
も
に
、
一
』
れ
ら
経
費
の
節
減
に
つ
い
て

格
段
の
配
窓
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
を
す
る
も
の
で

怠
開

Z
M
.

更
に
、
納
視
の
公
平
の
見
地
か
ら
宮
市
視
を
蛤
め

各
樋
徴
収
金
鍾
曹
の
未
収
金
の
取
級
い
に
つ
い
て
陥
、

そ
の
完
全
確
保
に
且
蔵
大
阪
の
努
力
を
す
る
と
と
も

に
一
方
景
気
回
複
の
足
踏
み
状
態
が
緩
い
て

い
る
緩
演
状
況
下
に
お
い
て
の
市
財
政
を
取
り
巻

く
極
め
て
隆
し
い
情
鯵
に
か
ん
が
み
、
行
政
卿
要

の
多
織
化
に
対
応
す
る
た
め
，
黛
の
重
正
な
翠
択

と
そ
の
敏
行
に
的
砲
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
引

ae
続
き
積
緬
的
に

g
務
及
び
事
援
の
見
直
し
を

推
温
し
必
要
な
改
.
繍
置
を
織
じ
て
糧
費
の
節

滅
を
闘
る
こ
と
に
よ
る
財
源
確
保
を
す
る
奇
し
て
、

健
全
財
政
を
盤
待
し
つ
つ
、
な
お
い
っ
そ
う
の
効

率
的
生
行
財
政
遠
雷
に
配
憲
さ
れ
、
市
民
福
鉱
の

よ
り
充
実
と
活
力
あ
る
郷
市
づ
く
り
の
た
め
の
市

磁
の
発
展
に
そ
の
効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
・

に
は
水
道
水
の
使
用
を
徹
底
す
る
。

③
給
湯
般
織
の
給
泌
温
度
は
適
切
に

管
理
し
、
滞
留
の
防
止
に
努
め
、

定
期
的
に
消
帯

・
消
隔
を
実
施
す

，。
。

④
装
飾
用
噴
水
な
ど
そ
の
他
由
設
備

に
つ
い
て
は
、
消
毒

・
清

婦

を

定

期
的
に
実
施
す
る
。

-
問

い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
旬

1
3
8
7
・1
3
8
8
)
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準優勝にf
10月168、繍浜市で聞かれた『第15回全国

消防操法大会』に県代表として出場したよ図

市消防団第10分団は、 『小型ポンプの部』で

準優勝の輝かしい成績を修めました。応慢を

いただいた皆さんにお礼を噂し上げます。

・問い合わぜ消防本部 哩挺l<>019)

-全国消防操法大会
消防団第10分団が

• ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
9
月
届
け
也
八
万
敬
称
略
)

治
水
辰
三
郎
緑
が
正
北
町

加

藤

抑

制

治

五

加

訪

架

図

太

朗

東

築

地

肝

山

崎

健

司

緑

が

丘

引

西

川

久

川

辺

町

円

熊

本

今

朝

人

下

場

町

高

循

健

一

下

之

条

臼

百

下

恒

雄

下

準

尻

町

御
揮
波
子

上
堂

貿

剖

直木賀也 純速柴 宮白湾 1太泉問a図hr1a村子市明 泊井久吉 費藤わさ 義人也凶 大野のふ凶 市川今ー ヨ飯田ド 彊宮下 小体まき 西滞千E子E 東伊久治 平尾山み
ご利用く ださい/

市役所庁内各課の直通電話丘車築桜川両m 大出町小浦寺E奇院院盤上本郷上室賀辺町川下
地台由来野内内戸 脳

69 63 81 81 49 69 87 96 92 88 85 92 73 .18 76 85 現在、市世所代表屯話番号である 『団陶41 0 0 J の利JlJ頻度が非
-・・・・・・ー・・・ーー・・......・・・・・ 4・・・・・・...・・・・・・. ?;fに高くなっており、たいへんご迷惑をかけています。代世情話番号

宮川官義 背木子あい 杉本滋則 村竹イン 菊!乃けさ111判允郎 滞益柳 池』子悶:.;地五寸市太郎 識木孝夫 池佑身悶 宮筒誠 傾井挙子 公雄四方 藤極正3Gi大郎t-警E 
である 'TIIII@41 0 0 Jのほかに、各時への直通電話もありますので、

ご利用いただき、 i且維緩和にご協力くださ t、。

特に、平日の午前 8時30分ごろおよび午後 5時15分ごろは、 7昔話が

五下吉岡大手町 霞助都禽踏小弁神 中神辺川町 材水町 緑が保築

非常に込み合いますので、鞭極的に利用してくださ L、
.問い合わせ 管財盟 @ l26 3・12 6 4) 

加 升入悶畑 岡 村 側 丘北野地
.市役所庁内各線の直通電話一覧表

66 63 83 79 92 77 75 79 75 65 60 77 71 63 69 8'1 
企画謀 @511 2/秘書臨⑫3435.........・・・・ e ・-・...........咽........................・

政策推進部

幸2兇玉語 和z凶 鉱下詰 崎山2石合露 依E岡 溜田ノi早夫更入 窪祭国 小体空 水滞Z河岡=語小林 嶋悶ゑt 
輯務理 @5332

財 政 部
財政醍 @5113/管財課 @511 4 
税務聾 @5115/担盟課 @5117

舞Jll末広<r乎町幽 福凶 矢沢 平井寺 井金 下本郷 下之婦 旬助形腹 館入 三好町 よ鍛治町 南学海 本町
市民諜 @5334/人権問和同軍曹 @5393

市民生活部 生活環境課 @5120/理焼業務課 @0666
環境業帯聾 @0815

86 91 79 61 86 71自189 72 80 77 94 75 51 83 
健鹿推進聾 @5131/福祉課 @5130 

健康福祉部

1 1月14日嗣に、上信越自動車道上回菅平
保育探 @5132/国保年金聾 @511 8 

イノターチェンジが開通します。いよいよ、 商工観光部
商工聾 @5395/荷区橿興醒 @5396
輯光謀 @5408

よ田市も高速交通網時代田幕開けとなりま ‘ 

す。上回を PRし、みんなで祝いましょう。 盟 政 部
農林醒 @5122/土地改良韓⑮5123 

ー・・・ 4・.......... a目“.. 農村整備謀 @5124...町酔町"・ ••• 

午前10時/開通式(上信越自動車道東部湯 都市整備部
都市計画聾 @5127/市街地整備聾 @5416

の丸サ ビスエリア内)
公園縄地醒 @5134/建聾指導謀 @5430

午撞 0時15分ごろから/市内パレード(上
建 設 部

菅理聾 @5125/土木課 @5126

'/;:: 困菅平インターチェンジを降りてから、 空通対軍課 @5129/下水道課 @5128

c准 オ|
通過沿時道路において、手旗で歓迎) 会計課 @5133

Mレ一 後h垂直日利1目 午後 1時15分ごろ/式典 (上田市民体育館)
ヨド 道 局 業帯課 @131 3/工務諜 @5434

午後 3時/開通
選挙管理垂員会事萌局 @5438 

本線から上田菅平インターチェ
監査垂員事務局 @5463 

ンジに降りてくる革JJ用者に、
島章歪員会事務局 @5466 

上回の物産・観光パンフレッ
瞳会事務局 @0452 

卜などを配布 Lま す(午 後 5 教育委員会
庶務課 @5100/学校教育謀 @5101 

時ごろまで)。 事務局
社会教育聾 @5102/青少嘩謀 @5103

同和教育理 @51 04/体育課 @5105 
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tlT 保健

.ポリオ(小児まひ)予防接種[後期]

小児まひ予防白ポリオ生ワクチンの投与を行います。

マ対量者 平成8年1月1日から間6月30固までに生ま

れたお子さんと、今までにl回も畳けていない、また

はl固だけ畳けた7歳半未満白お子さん。 マ投与方法

6週間以上の間隔をおいて2四位みます。 マ豊村時

間生保恵恕鯨波扱忽ゑ主JEV持ち物母子健

康手帳 V注意事項 金崎で体温を計り、予言ま慕に記

入していただきます。治療中白病気や経過をみている

ことがある場合には、主治医に前も勺て相談し診断部

または意見轡をもらってください(当日白接種医が番

考にして決めますので接碩できない場合もあります)。

・予防接種目&A

匡3日ポリ オだ11、なぜ飲むワクチンなのですか 7

区E ポリオ由ウイルスは鵬の中に侵入して悼の奥へ

入り込もうとするので、世むことで直接腸の粘膜に届

けて抗体を高めるためですロ下痢をしていると畳けら

一れないということは、歓んだワクチンがそDまま疏れ

出さないょっにするためでもあります。

匡 ヨ ワクチンを飲んだ雄、 吐いてしま ったら ?

区亙飲んだ後30分くらいたっていればだいじようぷ

です。30分くらいは位み物を与えないようにしましょ

う。

匡三日ポリオで副E応がでますか ?

区 司 I曲万人に一人くらいに、ごくまれなことです

が飲んでから4-35日桂に発熱 ・かぜの症状が出た桂

に上下肢などに 『まひ』がみられることがあります。

(困1626)

マ対車者 (f平成6年3月l日から平成6年8月31日ま

でに生まれたお子さん。②平成4年10月1日から平成6

年2月28日までに生まれたお子さんで風しんの予防接

種をうけていないお子さん。え史投奴惚主乏まゑ

民 裂拾ゑ主主&ι対量年齢を越えているお子さんは、

小学 1年生のときに、学校で受けられます。 マ実施

期間 12月2日(月)から12月27日幽までお子さん回他戚

状態由凪い日を選んでください。 マ実施場所 別表

の委託医療機関。事前に世概などで予約してからお畳

けください。接種料金は無料です。 マ持ち物 母子

一世康手帳 (持寄しないと畳けられませんので注意して

ください〉 ・体温計 マ連軍事項 ①予診票は委託医

盤強闘にあるも由を使用してください。②体塩は接碩

の直前に医療機関ではかることになりましたので、

きるだけ体温計を持書してください。

・予防接種白&A

直司 風しんの予防接橿1:畳けた方がよいですか ?

医Eはしかなどに比べ軽い絹気と思われがちですが、

年長児や大人になってからかかると、一般に重症にな

ることが書くなります。2-3歳になるとかかる人が包

に楠えますので、早目に畳けることをお勧めします。

匡亙 副反応は出ますか ?

区三日小児の場合は、軽い発熱 ・宛しん ・')ンパ節腫

服などは、ほとんどありません(100人『わ4人以下)。

またお母さんが、次回子どもを妊娠中であってもお子

さんは受けられます。

で

健康推進課

.風しん予防接種

.ポリオ (小児まひ)予防接種[後期]日程表

会唱名 111‘日 射量地区
2回自

'"南公民館 縄下

神野科竹【，・神~科山斬，富E士.~見E台，畑山・住吉が丘，
12/5 野竹ー宮井ー川.，

上野が丘公毘館 {本) 量之11よ〈揖，・大日本ー置入ー小井田・冨
中宮田・町宮田・下吉田ー惜

歯・ひかり)

JA中塩田支所
12/10 塩図J.~ 階貫皐唖修室1
{火)

神川地区公民館 神川

11郎
上田市文化センター 北I部担{よ泊川庫岡町・下川庫副町・.，畠町-
(3階大会櫨璽) 町3

12/11 神科{控圃}
{水)

川西
川西祉会福祉センター 川辺{軍地..賓埠〉

泉国t吉田・福田}

南部 ・申央
保健センタ} 北部(輯掴，山口・上紺畠町・上周山・下耳山・

量宮町-・町)
12/12 ‘+  

(木) 神保科・{摺企門ー蛇沢 ・金井 ・星島 ・大久
上野が丘公民館

剛場}

量，腫R橿(梓之揖・下揮・岩君ホ・矢沢・
ー壇戸】

西部公民館 西宮S
17/13 細民
〈金) 川辺(撞地・軍軍地豊障日川辺町会館 皇国【半過】

【10]1 11 $16ラ'~J.!8 .

.111.しん予防接種委託医療纏間一覧表(50音順)

I!IIIIIMI名(自治会名) 電話 震憲健闘名(自治会名] 電騒

奪沢内科医院作吉田 35-3泊。 11図医院r下測量町) 22-1158 

荒井匿院f下紺屋町) 22.倒 74 白紙堂書簡険(馬場町) 22-05国

飯属医院(築地) 22-5011 樋本医院(舞図) 38-2033 

池田クリニ官クO阻前) 22-5041 輔副程調内科医院慨銅 28-0888 

よ園生協修療所仕寝間 23-0199 置こども判ニ守ヲ伸胡 23-5566 

よ白原クリ エフ;(JI~ 26-3511 IW柑小児洞E健作常lllI 22-'355 

上回病院(蛇尾町} 22-3回O 二原内科医院伸之副 27-65叩

川西術陣{保野〉 38-2811 宮車内弱小児硲医院作1IllI 22-0759 

lllli金也It痩所位吉田 31-1411 宮下内関小児漸医長住居 22-1233 

柑胡帽日段f下川優冊 27-6師6 村よE院(末広町) 22-3740 

早圏内科小児碍u斎恒補 38-3田5 重賀訟費健所(よ室賀) 31-1070 

小納得踊醐臨ω岡町 27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

斉麗外科医院「下青木) 35-0田7 山纏内科医院制所) 38-7388 

ささき小児科E漉(嗣似 27-7700 山組E院(国分) 26-5800 

健康医院 11'加) 38-2日3 山図内科111をf下之型船 26-8181 

師同科内将E陵(血聞 22-2342 吉図こども匿院唖入} 24-1222 

塩図病院{中野) 38-2221 和方内科(塩図新町1 38-2540 

'"甫医院〈御所) 22-34自1
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